
１ 総会議長、東北学校保健大会、全国学校保健・安全教育研究大会、その他の研究大会の輪番（確認） 

＊輪番基準＝旧地区順                                     

  ①盛岡―②岩手―③紫波―④花巻―⑤和賀―⑥胆江―⑦一関―⑧気仙―⑨遠野―⑩釜石―⑪宮古―⑫下北―⑬九

戸―⑭二戸―⑮県立―①盛岡・・・ 

２ 養護教諭研究大会発表輪番（確認）  ＊各地区の状況で数年後の変更もある。 

２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ 

中止 

２０２１ 

誌上開催 

２０２２ 

Web開催 
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盛岡 盛岡 盛岡 講 
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岩手 岩手 胆江 釜石 二戸 二戸 

花巻 紫波 一関 宮古 岩手 岩手 

胆江 花巻遠野 気仙 下北 紫波 紫波 

一関 和賀 自主 九戸 自主 自主 

九戸 県私 県私 県私 県私 県私 

県私  

 

 

 

 

 

 

 

 

 自主 

２０２３ ２０２４ ２０２５ ２０２６ ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０ ２０３１ 

盛岡 盛岡 シ 

ン 
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ム 

盛岡 盛岡 シ 

ン 
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ジ 

ウ 

ム 

   

花巻遠野 気仙 下北 紫波   

和賀 釜石 九戸 花巻遠野   

胆江 宮古 二戸 和賀   

一関 自主 岩手 自主   

県私 県私 県私 県私   

＜２０１６年度以降の考慮点＞ 

① 研究に追われる感を軽減 

② ②１つの発表に十分な時間の確保のため発表本数を６つと考えた。 

＊サイクル基準：旧教育事務所単位で順番に作成。ただし、花巻と遠野は交互に発表。   

①岩手②紫波③花巻・遠野④和賀⑤胆江⑥一関⑦気仙⑧釜石⑨宮古⑩下北⑪九戸⑫二戸 

＊盛岡市と県市私立高校は毎回発表（固定）、自主発表とシンポジウムはそれぞれ３年に１回行う（固定） 

 西暦 年度 総会議長 東北学校保健大会 
全国学校保健･安全

教育研究大会 
その他の研究大会 

２０１６ ２８ 県立・盛岡 遠野 宮古 第44回全国性教育研究大会 和賀 

（2014） 

※東北地区開催の大会があった場

合、胆江から順に輪番で1名派遣

する。 

２０１７ ２９ 岩手・紫波 釜石 下北 

２０１８ ３０ 花巻・和賀 宮古 九戸 

２０１９  １ 胆江・一関 下北 二戸 

２０２０  ２ 気仙・遠野 九戸 県立 

２０２１  ３ 気仙・遠野 九戸 県立  

２０２２  ４ 気仙・遠野 九戸・県立 ※岩手県開催  

２０２３  ５ 気仙・遠野 二戸 盛岡  

２０２４  ６ 釜石・宮古 県立 岩手  

２０２５  ７ 下北・九戸 盛岡 紫波  

２０２６  ８ 二戸・県立 岩手 花巻  

２０２７  ９ 盛岡・岩手 紫波 和賀  

２０２８ １０ 紫波・花巻 花巻 胆江  

２０２９ １１ 和賀・胆江 和賀 一関  

２０３０ １２ 一関・気仙 胆江 気仙  


